様式第１７（第４２条関係）（第一面から第三面まで）

	認定更新申請書

申請年月日　 　　　2024年2月6日
　
　　経済産業大臣　殿
（ふりがな）       ちばぎんこう
一般事業主の氏名又は名称　株式会社　千葉銀行
（ふりがな）　よねもと　つとむ
（法人の場合）代表者の氏名　　米本　努　印   
住所　〒　260-0026　千葉県千葉市中央区千葉港１番２号

法人番号　2040001000019　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　情報処理の促進に関する法律第３２条第１項の認定の更新を受けたいので、下記のとおり申請します。

	記
情報処理システムの運用及び管理に関する指針に関する取組の実施状況

　(1) 企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	「第15次　中期経営計画　エンゲージメントバンクグループ～フェーズ1～」

	公表日
	2023年4月10日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	ホームページにて公表
「第15次　中期経営計画　エンゲージメントバンクグループ～フェーズ1～」https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_01.pdf（P.5、P.27）

	記載内容抜粋
	当行グループは、金融機能の提供という「機能的価値」と、地域課題の解決という「社会的価値」を創出するために存在すると位置づけ、パーパスを「一人ひとりの思いを、もっと実現できる地域社会にする」とした。目指すべき姿（ビジョン）としては、ステークホルダーとの深いつながりを背景とした価値提供により地域とともに成長しつづける「地域に寄り添う　エンゲージメントバンクグループ」とし、これを実現すべく第15次中期経営計画を策定した（P.5）。
上記パーパス・ビジョン実現に向けて、取組指針として「お客さま中心のビジネスモデルの進化」を掲げ、商品・サービス提供の「視点を変える」ことを目指す（P.17）。
取組指針「お客さま中心のビジネスモデルの進化」における３つの基本方針と、それらを支える５つの「価値創出の基盤」を重点的に取り組む課題とした（P.8）。
DXを活用して、一人ひとりのお客さまに最適な提案を届ける「パーソナライズ戦略」と地域の法個人顧客を繋いで経済循環を活性化せる「地域エコシステム」の2大戦略により、「最高の顧客体験の創造」を目指す。（P.27）

	意思決定機関の決定に基づいていることの説明
	中期経営計画の内容については、取締役会において承認されている。



(2) 企業経営及び情報処理技術の活用の具体的な方策（戦略）の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	①「第15次　中期経営計画　エンゲージメントバンクグループ～フェーズ1～」
②DX戦略・人材戦略

	公表日
	①2023年4月10日
②2023年4月10日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	ホームページにて公表
①「第15次　中期経営計画　エンゲージメントバンクグループ～フェーズ1～」
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_01.pdf（P.20、27）
②DX戦略・人材戦略https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_02.pdf（P.4～6、11）

	記載内容抜粋
	「最高の顧客体験の創造」を実現するため、「パーソナライズ戦略」および「地域エコシステム戦略」を進めていく。「パーソナライズ戦略」（One to　Oneマーケティング）では、デジタルサービスを利用する顧客データを活用することで、最適な提案を、最適なタイミングで行うほか、リアル・リモートといった最適なチャネルを活用して、ニーズやライフプランを先読みした提案を行うことで、カスタマーエンゲージメントを向上させ、ファンを増やしていく。
[bookmark: _GoBack]また、「地域エコシステム戦略」では、キャッシュレス、地域商社「ちばぎん商店」、広告事業などの新たなプラットフォームの提供により法個人顧客を広く「面」で繋げる。
この２大戦略とともに、当行グループ全体で「金融事業の進化」、「非金融事業の創造」を並行して進めていく。
「金融事業」では、アプリ・法人ポータルのさらなる機能改善を行うとともに、ペーパーレスやＲＰＡ導入による業務効率化を進めていく。「非金融事業」では、ちばぎん商店の事業領域の拡大、広告事業の参入のほか、BaaS、メタバースの新技術活用を進めていく。（文書①P.20、27　文書②P.4～6、11）

	意思決定機関の決定に基づいていることの説明
	①中期経営計画の内容については、取締役会において承認されている。②DX戦略の内容は、中期経営計画における「価値創出の基盤」の1つであり、同様に取締役会で承認されている。



　　① 戦略を効果的に進めるための体制の提示
	戦略における記載箇所・ページ
	①「第15次　中期経営計画　エンゲージメントバンクグループ～フェーズ1～」
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_01.pdf　（P.9）
②DX戦略・人材戦略https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_02.pdf　（P. 12、19～20）

	記載内容抜粋
	①組織体制
2023年4月に、デジタル改革部と営業企画部の一部を統合して、「デジタル戦略部」を新設。これにより、 グループ全体のDX戦略を横断的に統括し、ダイレクトチャネルの利便性追求から、DX関連商品・サービスの企画と開発、お客さまへのプロモーションに至るまでを一体的に進めていく（文書①P.9）。
②人材戦略
DX戦略を加速させるため、DX認定制度およびDXトレーニー制度により、DX人材の育成を強化するとともに、キャリア採用や新卒デジタル採用の実施により、DX人材を確保している（P. 12、19～20）。



　　② 最新の情報処理技術を活用するための環境整備の具体的方策の提示
	戦略における記載箇所・ページ
	①「第15次　中期経営計画　エンゲージメントバンクグループ～フェーズ1～」
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_01.pdf
　（P.9、P.15、P.30）
②DX戦略・人材戦略
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_02.pdf　（P.17、20）

	記載内容抜粋
	リソース（ヒト・モノ・カネ）投下により、デジタルの利便性とリアルの専門性を活かした既存事業の深化、非金融を含む新規事業への挑戦を行う（文書①P.9）。
・戦略投資（システム）は中計で114億円と前中計比+52億円を計画（文書①P.15）。
・ソニー銀行との連携により、デジタル技術や商品・サービスの相互提供に加え、テクノロジー活用の共同研究を行う（文書①P.30）。
・育成強化、自己啓発支援等の人的資本投資を中計で170百万円行い（文書②P.17）、ＤＸ・本部・経営人材の育成人数を拡大する（文書②P.20）。



(3) 戦略の達成状況に係る指標の決定
	公表媒体（文書等）の名称
	①DX戦略・人材戦略
②2023年3月期　決算説明会

	公表日
	①2023年4月10日
②2023年5月23日

	公表方法・公表場所・記載箇所・ページ
	ホームページ
①DX戦略・人材戦略
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_02.pdf
②2023年3月期　決算説明会
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/202303_01.pdf

	記載内容抜粋
	①DX戦略・人材戦略
・アプリ登録者数　150万人・浸透率50％（P.7）
・ポータル登録先数　6万人・融資先浸透率70％（P.8）
・業務削減時間　30万時間（P.11）
・DX認定制度　専門30人、ｺｱ150人、ﾍﾞｰｽ2千人(P.12）
①2023年3月期　決算説明会
・デジタル顧客数　180万人（P.30）
・デジタル収益　281億円（P.30）



(4) 実務執行総括責任者による効果的な戦略の推進等を図るために必要な情報発信
	発信日
	①2023年4月10日
②2023年5月23日

	発信方法
	①IR　DAYにおいて、グループCEOが中期経営計画全体を説明後、グループCDTOが「ＤＸ戦略」について説明（2023年4月10日）　
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/irday_2023_02.pdf（資料、P.1～12）
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/webcast/20230410.html　（動画、29分30秒～40分16秒）
②決算説明会において、グループCEOがデジタル戦略の進捗状況を報告（2023年5月23日）
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/pdf/202303_01.pdf（資料、P.30、31、43、44、46、47、48）
https://www.chibabank.co.jp/company/ir/library/presentation/webcast/20230524.html　（動画、17分35秒～27分43秒）

	発信内容
	①「最高の顧客体験の創造」のための２つの戦略を実践していく（P.5）。「パーソナライズ戦略」によりお客さま一人ひとりに最適な提案を行い（P.6）、「地域エコシステム」により、経済循環を活性化させる（P.7）。また、「金融事業の進化」として、アプリ・法人ポータルの機能改善や業務効率化を進め（P.8、9、12）、「非金融事業の創造」として、ちばぎん商店の拡大や広告事業の参入、新技術の活用を行っていく（P.10、11）。その土台にはデジタルマーケティングがあり、ＤＸ人材育成によりこれらを加速していく（P.13）。
②今中計で個人顧客のデジタルチャネルへの誘導、クロスユースの推進により業務粗利益の底上げを図る（P.31）。非金融分野では、ちばぎん商店で住宅、自動車分野に進出し、広告事業における地域エコシステムの創造、新事業分野の収益を見据えた活動を行っていく（P.43、44）。その他①同様（P.30、46、47、48）。



　(5) 実務執行総括責任者が主導的な役割を果たすことによる、事業者が利用する情報処理システムにおける課題の把握
	実施時期
	2016年7月頃　～　継続

	実施内容
	グループ会社である「Ｔ＆Ｉイノベーションセンター(株)」においてFinTechに関する調査・研究を実施しており、グループCDTO兼CSOが取締役としてその内容を把握している。



　(6) サイバーセキュリティに関する対策の的確な策定及び実施
	実施時期
	2023年　4月頃　～　継続実施中

	実施内容
	サイバーリスク管理委員会において「サイバーリスク対応計画」を策定し、実施している。



（注）(1)～(3)の取組において公表先のURLを提出しない場合は次の①の書類を、(4)の取組において情報発信内容を確認できるウェブサイトのURLを提出しない場合は、次の②の書類を添付すること。また、必要に応じて③、④の書類を添付できる。
①　(1)～(3)の取組における、公表を行っていることを明らかにする書類（公表先のウェブサイトの画面を印刷した書類等）
②　(4)の取組における、情報発信を行っていることを明らかにする書類（情報発信内容を確認できるウェブサイトの画面を印刷した書類等）
③　(1)の取組における企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性、(2) の取組における戦略を補足説明するための書類（最新の情報処理技術の変化による影響を踏まえた観点から決定していることを説明する書類等）
④　(5)～(6)の取組における、実施内容を補足説明するための書類



備考．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。


様式第１７（第４２条関係）（第四面）

（記載要領）
１．「申請年月日」欄は、経済産業大臣に認定更新申請書を提出する年月日を記載すること。
２．「一般事業主の氏名又は名称、代表者の氏名、住所」欄は、氏名については、記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。一般事業主が法人の場合にあっては、住所については主たる事務所の所在地を記載すること。
３．一般事業主が法人の場合であって法人番号が記入されている場合は、一般事業主の氏名又は名称、代表者の氏名、住所の記載を省略することができる。
４．申請内容は正しく記載すること。認定更新後、虚偽または不正の申請を行ったことが判明した場合には、認定の取消し等所要の措置を講ずることがある。

